
ロジックモデル（目標観測弾）

【事業の概要】
対海上及び対地射撃のため、大型ＵＡＶ等の他のＩＳＲ（※１）手段の進出及び情報収集が制限される状況下において、敵の防空網を回避及び進
入しつつ迅速に目標付近に進出し、敵艦艇及び地上目標を捜索、探知及び識別して目標情報を取得するための目標観測弾を開発する。
※１ ＩＳＲ：Intelligence,Surveillance,Reconnaissance

現状・課題 スタンド・オフ火力の迅速な発揮が求められる状況において、各種ＩＳＲ手段での情報収集に制約のある目標に対し、迅速に進出して
目標の種類を識別し、目標情報を取得可能なＩＳＲ手段が必要である。

インプット
（資源）

アクティビティ
（事業内容） 目標性能・コスト（初期）

アウトプット
（試作品の製造・技術の確立）

アウトカム（成果目標） インパクト
（我が国の防衛への効果）整備計画・運用構想

（中長期）
試 作

通信性能
射撃の決心及び射撃命

令・号令の作成並びにスタン
ド・オフ対艦誘導弾に対するＵ
ＴＤＣの実施に必要となる、
捜索範囲における目標情報を
地上装置まで伝達するための
技術

整備計画

・装備部隊等
野戦特科部隊等
・期待する量産単価
努めて安価

運用構想

野戦特科部隊に装備し、ス
タンド・オフ火力の迅速な発揮
が求められる状況において、各
種ＩＳＲ手段での情報収集
に制約のある目標に対し、迅
速に進出して目標の種類を識
別し、目標情報を取得する。

総合評価
本事業を実施することにより、対海上及び対地射撃のため、大型ＵＡＶ等の他のＩＳＲ手段の進出及び情報収集が制
限される状況下において、敵の防空網を回避及び進入しつつ迅速に目標付近に進出し、敵艦艇及び地上目標を捜索、
探知及び識別して目標情報を取得することが可能となり、隙の無い情報収集・警戒監視態勢を保持できることから、
海空領域における能力発揮に寄与することができる。併せて、各種スタンド・オフ・ミサイルの効率的な能力発揮に寄
与することができるため、スタンド・オフ防衛能力の早期強化の観点からもその必要性は認められる。

年度 4 5 6 7 8 9

実
施
内
容

本事業（試作）

技術試験／実用試験

＜開発実施線表＞

試作品

「目標観測弾」のプロトタイ
プとして、目標観測弾等を設
計・製造し、納入

技術的課題の解明

飛しょう性能
１２式地対艦誘導弾能力

向上型の最大射程付近で目
標の捜索、探知から追尾まで
を継続して情報収集するため
に必要な最大捜索範囲と在
空時間を付与

高速移動・
長時間在空化技術
スタンド・オフ能力が必要と

なる遠方の目標付近まで高
速で進出、その後、遊弋して
目標を識別し、目標情報を
収集するための長時間在空
化するための技術

目標観測弾の発射試
験、目標画像取得試験、
シミュレーション試験等を実
施し、目標観測弾システム
の機能・性能評価を実施

技術試験

・ 既存の研究成果、現有
装備品の開発成果の活用
等により開発経費を抑制
・ 技術試験と実用試験を
同時に実施することで開発
期間を短縮

その他 標定処理・伝達技術
射撃の決心及び射撃命

令・号令の作成並びにスタン
ド・オフ対艦誘導弾に対する
ＵＴＤＣ（※２）の実施に
必要となる、捜索範囲におけ
る目標情報を地上装置まで
伝達するための技術

ライフサイクルコスト／
量産単価の抑制

・既存の研究成果、開発成果
の活用
・発射装置の貸付

目標観測弾等

【政策目標（大綱との関係）】
〇領域横断作戦に必要な能力の強化
における優先事項
・海空領域における能力
我が国への攻撃に実効的に対応す
るために、（略）我が国周辺海空域
における常続監視を広域にわたって
実施する態勢を強化する。（略）
【施策目標（中期との関係）】
〇従来の領域における能力の強化
・海空領域における能力
（略）我が国周辺海空域で広域にお
いて常続監視を行い、各種兆候を早
期に察知する態勢を強化するため、
多様な任務への対応能力を向上させ
た（略）無人機の整備（略）を行う。
（略）また（略）隙のない情報収
集・警戒監視態勢を保持する。
・スタンド・オフ防衛能力
（略）脅威圏の外から対処可能なス
タンド・オフ・ミサイル（略）の整
備を進めるほか、（略）関連する技
術の総合的な研究開発を含め、迅速
化かつ柔軟に強化する。
〇防衛力の中心的な構成要素の強化
における優先事項
・技術基盤の強化
（略）研究開発のプロセスの合理化
等により、研究開発期間の大幅な短
縮を図る。（略）

※２ UTDC：Up-To-Date Command

総事業費
（予定）

２２２億円※
（４か年計画）

※技術試験及び実用
試験のための試験研究
費は別途計上

主な関連（既着手）事業

【１２式地対艦誘導弾能
力向上型（地発）の開発】

３９４億円
(R３年～７年度)

主な関連（既着手）事業

【島嶼防衛用新対艦誘導
弾の要素技術の研究】
４７．３億円

(H30年～R4年度)


